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概要 
VR 技術を使って、現実には困難な作業や体験を疑似的

に体験することを実現します。例えば、溶接など資格が必

要で危険な作業を HMD を用いた VR 空間で疑似的に体験

することで、溶接技術の訓練を可能とします（図 1）。ま

た、VR 空間で地震の揺れと被害を体感と視覚で疑似体験

することで、災害の怖さを実感して防災に対する意識を高

めます（図 2）。 
そして、HMD を通じて体験者に提示する映像を操作す

ることで、VR 空間での誇張体験を実現します。例えば、

HMD を装着してシーソーに乗り、HMD で提示する映像で

はシーソーの傾きやサイズを誇張して提示することで、

VR 空間では普通のシーソー遊びが絶叫マシンで遊んでい

るような感覚になります。 

セールスポイント 

１．現実には困難な作業や体験を疑似的に体験することで訓練などに応用可能。 

２．簡単な視覚的誇張によって非日常的な体験が可能。 

３．スマートフォンなどでも実装可能。 

企業等での活用例、今後の展望等 

１．溶接シミュレーションによるVR空間での溶接訓練システム。 

２．セルフ地震シミュレータによる地震の脅威の体感。 

３．視覚的誇張を用いた児童公園遊具の絶叫化。 
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図 2：VR 空間での地震疑似体験 

図 1：シミュレーションによる

VR 空間での溶接疑似体験 
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